
研究成果

新しい牧草品種と機械

アルファルファ「北海３号」

「北海３号」は従来の品種（ マキワカバ」およ「

収量性、永続性および越び「ヒサワカバ ）に比べて」

冬性がさらに改良された新品種です。側根の割合が多

く、秋の休眠性が高いので、根釧地域のような寒地へ

「マキの適応性が高いと考えられます。開花時期は

」 「 」 。ワカバ および ヒサワカバ とほぼ同じ時期です

草型が開張型(開いた形)のため、倒伏程度は大きく見

えますが、実用上は問題ありません。しかし、適期刈

りにつとめ、刈遅れに注意して下さい。

種子供給は2006年(平成18年)からの予定です。

写真１ 「北海３号」一番草の草姿 写真２ アルファルファの根の形状

表１ アルファルファ「北海３号」の主要特性

調 査 形 質 北海３号 マキワカバ ヒサワカバ 備 考

永 続 性 110 106 103 ４年目/２年目収量比％、５場所平均

越 冬 性 6.2 5.5 5.6 １：不良～９：良 ４場所平均

萌 芽 良 否 6.0 5.4 5.2 １：不良～９：良 ５場所平均

春 の 草 勢 6.5 5.7 5.9 １：不良～９：良 ５場所平均

耐 寒 性 中～やや強 中 やや強 寒性検定試験による総合評価

秋 の 草 勢 4.0 4.7 5.5 １：不良～９：良 ５場所平均

草 型 6.5 5.0 4.5 １：直立～９：開張 北農研

倒 伏 程 度 4.9 3.0 3.0 １：無～９：甚 ５場所平均

そばかす病 4.2 4.3 4.4 発生程度０：無､１：微～９：甚 ５場所平均

図１　「北海３号」の収量性（道内５試験地平均）

90

95

100

105

110

115

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 合計

乾
物

収
量

標
準

対
比

 ％

北海３号

ﾏｷﾜｶﾊ゙

ﾋｻﾜｶﾊ゙



新しい農業機械（飼料生産関係）

１．自走式モーアコンディショナ

型式：ＢＩＧ－Ｍ

試験期日と場所：平成14年６月、別海町

作業時の機体全長は7640mm、全高が3545mm、全幅

が9130mmで、牧草は８連のディスク型モーアヘッド

（刈幅2995mm）３基で刈取りし、全刈幅は8785mmで

す。

左右のモーアヘッドに横送りオーガを装着するこ

とにより、３列のウインドローを１列にすることが

できます。コンディショニングはフレール型です。

試験圃場はチモシー主体のほぼ平坦な草地で、草

丈94.3cm、水分80.1％、収量38.0ｔ/ha。横送りオ

ーガありで、作業速度1.45～3.12ｍ/秒の３段階で

試験しました。

その結果、牧草刈りの高さは7.5～7.6cmとほぼ一

定でした。平均速度2.2m/秒での刈り取り重量は、

１時間あたり251ｔ。ウインドローの集草列の寸法

は幅220～280cm、高さ62～80cmでした。

平均作業速度2.28ｍ/秒で、外周の回り刈り作業

を含めた作業能率は5.11ha/時でした。

写真１ 自走式モーアコンディショナ

２．ロールベーラ

型式：RP520MASTER

試験期日と場所：平成14年８月、置戸町

牽引式で可変径式のカッティング装置付きロール

ベーラです。機体の全長は5229mm、全幅2560mm、全

高3150mm、重量は4100kg。ベールの成形幅は123cm

で、直径110～200cmの範囲で成形でき、結束方法は

ネットのみです。

麦稈（水分約22.4％）を大型レーキで集めた後、

幅1.5ｍ、高さ約50cmのウインドローを使い、ベー

ル径200cmで作業速度1.68、2.05、2.44、2.47m/秒

の４段階で試験しました。成形したベールの形状は

幅124～126cm、直径202～206cm、重量515～545kg。

作業速度による差はみられませんでしたが、時間当

たり麦稈拾上げ量の増加にともなってベールの密度

が減少する傾向がみられました。

ベール径180cmでの作業能率は、4.64ha/時でベー

ル個数は15個。またベール径を200cmとした場合の

推定作業能率は、4.79ha/時でベール個数は12個と

なりました。

ベール径200cmでの平均馬力は49.8～67.9PS、最

大馬力は70.4～92.2PSでした。適応トラクタ馬力は

100PS以上です。

写真２ ロールベーラ


